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Abstract

Japan Coast Guard has been conducted bathymetric survey in the western part of Japan Sea with state−of−

the−art multibeam echo sounders since fiscal year 2008. In 2010, the fault of 30 km length was discovered. It

will be the extension of the Nishiyama Fault Zone in Fukuoka Prefecture.

１ はじめに

福岡県北部の日本海沿岸には活断層帯である西山

断層帯が存在している（活断層研究会，１９９１）．西山

断層帯は長さ約３１kmの左横ずれ主体の断層であ

り，マグニチュード７．３程度の地震が発生するとさ

れているが，その平均活動間隔は不明である（地震

調査研究推進本部，２００４）．また，陸上にのみ分布す

ると考えられていたが，岩淵（１９９６，１９９８）は大島

の北西沖に長さ約１０kmの大島沖断層を見出し，西

山断層帯と一連の断層系である可能性を指摘してい

る．しかしながら，その北端部は調査海域の北西側

に延びており，正確な分布は明らかになっていな

い．

海上保安庁海洋情報部では，２０１０年８月及び１０月

に，福岡県北方沖の玄界灘において，詳細な海底地

形調査を行い，西山断層帯の断層運動と関連がある

と考えられる断層変位地形を約３０kmにわたり捉え

ることに成功したので，ここで報告する．

２ 調査概要

海上保安庁海洋情報部は，海域の基盤的な情報整

備を目的として，２００８年度から日本海南西部海域に

おいて海底地形調査を行っている（堀迫・他，

２０１０；杉山・他，２０１０）．今回の調査では，海上保安

庁測量船「海洋」を用い，最新鋭のマルチビーム音

響測深機（KONGSBERG社製 EM３０２）（戸澤・他，

２００８；橋本・他，２００９）による面的な海底地形調査

を行った．

その結果，２０１０年８月の調査において断層の活動

に由来すると思われる変位地形を捉えることに成功

し，またその変位地形の北西端は調査区域外にまだ

延びていることが予想されたことから，同年１０月，

追加的に調査区域を拡げ調査することとなった．

２．１ 調査海域及び期間

調査海域は福岡県北方に位置する大島から沖ノ島

の間の玄界灘であり，水深は約６０～１００mである

（第１図）．詳細な調査範囲及び期間は以下のとおり

である．

第９次領海・EEZ調査 （２０１０/８/７―８/２１）

北緯３３度５８分―３４度１０分

東経１３０度００分―１３０度２４分
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第１表 使用機器の概要
Table１ Specifications of the multibeam echo-

sounder system

第１３次領海・EEZ調査 （２０１０/１０/２４―１０/２５）

北緯３４度１０分―３４度１３分

東経１３０度００分―１３０度１２分

２．２ 調査方法

使用船舶は測量船「海洋」（５５０総トン）である．

測深時の速力は約１０ノット，波浪等による動揺時は

適宜，速力を落とした．

測線の向きは西山断層と共役な断層の双方を確実

に捉えられるよう，断層走向に対して４５度交差する

東西方向とした．また，スワス幅が十分重なるよう

に測線間隔を３００mに設定した．

音速度改正のための音速プロファイルは，適宜，

実測による水温・塩分測定値を用いた計算式（打

田，２００２）にて導いた．なお，表面音速度について

は，表面音速度計によりリアルタイムで更新され

る．

２．３ 使用機器

今回用いた機器の概要を第１表に示す．

３ 調査結果

第２図に得られた海底地形図を示す．本海域の北

側は，沖ノ島の急峻な地形を除けば，多少の凹凸を

有しながらも水深９０m～１００mの比較的平坦で固結

した岩石からなるような地形を示し，南側は水深６０

m～９０mのサンドウェーブを伴う軟らかい堆積物

がその上に載った地形を呈している．

西山断層帯の海域延長部には陸域の断層運動に

伴って形成されたと考えられる地形の存在が確認で

きる（第３～４図）．これらは，深さ約２mの溝や高

さ約５mの高まりが北西―南東方向に並んだもので

あり，松田（１９７４）やWoodcock and Fisher（１９８６）

によって示された横ずれ断層による地形（第５図）

と類似している．その活動センスは左横ずれであ

る．この断層変位地形の南端と北端は調査区域外に

延びているので全体の長さは明らかではないが，調

査海域内では３０kmにわたって追跡できる．

第１図 調査海域
黒線は既存断層を，赤線は今回調査で発見
された断層を示す．破線は２００５年福岡西方
沖地震の震源分布域．

Fig.１ Location of survey area. Thick black and
green lines indicate known faults, the epi-
central distribution of the 2005 west off
Fukuoka prefecture is shown by a green
dotted ellipse. Red thick lines denote newly
discovered faults.
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第２図 （上）海底地形陰影図，（下）解釈図
Fig.２（top）Shaded bathymetric map,（bottom）Interpretation



４ 考 察

今回見つかった断層変位地形は，およそ２万年前

の最終氷期最大海退期（Yokoyama et al., 2000）以降

のものと考えられる軟らかい堆積物を変位させてお

り，活断層の運動によって形成されたものであると

いえる．その位置は陸上の西山断層帯や大島の北西

沖に位置する断層（岩淵，１９９６）の延長線上に位置

している．

産業技術総合研究所の調査（阿部・他，２０１０）で

は，西山断層帯の北方延長上に大島を通り本調査海

域内に至るまで活構造を示す反射記録断面が得られ

ている．その反射記録断面から読み取った断層と本

調査海域内での断層変位地形の分布はよく一致して

おり（産業技術総合研究所，未公表資料），活動セン

スも一致することから，今回発見された断層が西山

断層帯と一連のものである可能性は高い．

５ おわりに

福岡県北部には警固断層という活断層が存在して

いる．２００５年にはそれまで知られていなかったその

海域延長部が活動し，大きな被害を出したため，陸

上断層の海域延長部に注目が集まった．

今回の調査では，西山断層帯の延長海域におい

て，断層活動に由来する変位地形を発見することが

できた．この断層が分布する範囲の特定や断層の将

来の活動予測のためには，さらに北西側の海域での

地形調査が必要である．

本調査成果が，地震調査研究推進本部による活断

層評価の資料としても役立てられれば幸いである．

第４図 横ずれ断層に挟まれて盛り上がった地形．
Fig.４ Pop-up structure formed by a strike-slip

fault.

第３図 横ずれ断層に挟まれて盛り上がった地形と
断層による溝地．

Fig.３ Pop-up structures and channel formed by a
strike-slip fault.

第５図 屈曲する横ずれ断層に沿う地表変形．横ず
れ断層が屈曲した場所に高まりや溝を形成
する．

Fig.５ Description of pop-up structure and valley
formed by a strike-slip fault.
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